
－なぜ集める？　　　どう守る？－－なぜ集める？　　　どう守る？－

令和６年
５月１日水～７月７日日
午前9時～午後5時（入館は午後4時30分まで）
休館日は5月7日（火）・20日（月）、6月3日（月）・17日（月）、7月1日（月）

会　期

会　場

入館料 無料

博物館×図書館コラボ展示
「生きもの×標本×図鑑」
期間：５月１日水～５月14日火
     ６月８日土～７月７日日
会場：長岡市立中央図書館

●展示協力：新潟大学旭町学術資料展示館、新潟大学植物標本庫、長岡技術科学大学物質生物系野生動物管理工学研究室、新潟県愛鳥センター紫雲寺さえずり
　　　　　　の里、新潟県立植物園、十日町市立里山科学館 越後松之山「森の学校」キョロロ、新潟市立総合教育センター植物資料室、ほねとはね（剥製標
　　　　　　本作製所）、長岡市立中央図書館
●後　　援：新潟県教育委員会、積雪地域植物研究所、新潟県植物同好じねんじょ会、新潟県野鳥愛護会、長岡野鳥の会、新潟県生態研究会、NPO 法人新潟
　　　　　　ワイルドライフリサーチ、公益財団法人こしじ水と緑の会、新潟日報社、FMながおか80.7
●問合せ先：長岡市立科学博物館　TEL：0258-32-0546　Eメール：kahaku@city.nagaoka.lg.jp

長岡市立科学博物館
企画展示室
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自然史資料を扱う博物館は、たくさんの生物標本を収蔵しています。また、各博物館の学芸員たちは、他の博物館や研究機関、地域のみなさんと協
力しながら、こうした生物標本を大切に収集・保管し、未来へ引き継いでいこうと活動しています。ですが、現在こうした活動は様々な課題に直面
しています。多様な生物標本を収蔵する博物館では抱える問題も多岐にわたり、それらすべてを解決していくことは容易ではありません。それでも、
博物館が標本を収集・保管し続けるのはなぜでしょう？　標本を集めて未来に託し、何をしようとしているのでしょう？
本企画展では、「植物標本」・「鳥類標本」・「哺乳類標本」にスポットをあて、これら3つの標本の性質、これらの標本を “未来に届ける意義”、そして、
その活動を取り巻く現状や直面している課題をご紹介します。
博物館の裏側と生物標本が秘めた可能性に迫る物語をどうぞお楽しみください。

関連イベン
ト

●ギャラリートーク
日時：5月3日（祝）（約30分間）
　　　午前10時から　植物担当学芸員による展示解説
　　　午後2時から　　動物担当学芸員による展示解説
時間までに博物館入口にお集まりください（事前申し込み不要）

●ミュージアム・ラボ「生物標本をみてみよう」

日時：6月22日（土）
　　　午前9時30分～12時、午後1時～4時
　　　時間内入退室自由
会場：さいわいプラザ1F
対象：小学生以下の子ども
申込：申し込み不要

博物館の標本を使って生きものたちのふしぎを楽しく
さぐってみましょう！
動植物に関するしつもんにも答えます！

植物標本・鳥類標本・哺乳類標本、それぞれの標本の性質を比較
しながらご紹介します。

標本が集まると見えてくるもの、
生物標本がどんなふうに研究に役
立てられているのかに迫ります。

生物標本を傷める害虫やカビの被害と、
IPM（総合的有害生物管理）の取り組みを
見てみましょう。 ●中央図書館コーナー展示「生きもの×標本×図鑑」

期間：5月1日（水）～5月14日（火）、6月8日(土)～7月7日（日）
　　　午前9時～午後7時
　　　休館日：毎週月曜日（祝日の場合は翌日）
〒940-0041長岡市学校町1－2－2
Tel：0258-32-0658

長岡市立中央図書館で初となる、生きもの、標本、博物
館に関する図書のコーナー展示を開催。生物標本も展
示します。

●生きものガイド「意外と知らない？図鑑のミカタ」

日時：7月7日（日）
　　　午後1時30分～3時
会場：中央図書館講座室１
対象：小学生親子　※小学校3年生以下は保護者同伴
定員：28人（先着）
申込：6月8日（土）～7月5日（金）
　　　中央図書館窓口、電話（Tel32-0658）
　　　またはHPより申し込み

生きものガイド×中央図書館コラボ講座。図鑑ってど
う読むの？どう使ったらいいの？大人でも意外と知
らない図鑑の使い方を、身近な生物などを例にわかり
やすく解説します。

標本を未来に届けようとする
様々な活動やその意義、生物
標本が秘めた可能性、そして、
こうした活動を取り巻く現状
についてご紹介します。

・標本士って何？　－博物館を支える標本士たちの活動－
　展示協力：ほねとはね（剥製標本作製所）
・植物標本のタネは生きている
　展示協力：新潟大学旭町学術資料展示館、新潟大学植物標本庫
・標本を守るための取り組み
　展示協力：新潟県愛鳥センター紫雲寺さえずりの里、新潟県立植
　　　　　　物園、十日町市立里山科学館 越後松之山「森の学校」
　　　　　　キョロロ、新潟市立総合教育センター植物資料室

展示内容

いろいろな標本
－それぞれの姿、それぞれの事情－1

標本を集めて見えること・できること
－なぜ集める？－2

生物標本を脅かすもの
－何から守る？ どう守る？－3

標本を未来に引き継ぐために4

長岡市立科学博物館
〒940-0084
長岡市幸町２－１－１　さいわいプラザ1階
Tel 0258-32-0546　Fax 0258-36-7691
https://www.museum.city.nagaoka.niigata.jp/

バスでお越しの場合
●Access

車でお越しの場合
関越自動車道長岡ICより約15分
北陸自動車道長岡北SICより約15分
北陸自動車道中之島見附ICより約25分

長岡駅大手口10番線より
宮内環状線・宮内本町線・
市立劇場前下車　徒歩1分

■無料駐車場 さいわいプラザ駐車場（建物東側）P

科学博物館×中央図書館コラボイベント開催！　

図書館HP
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道
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長岡市立科学博物館

大手大橋大手大橋

長生橋長生橋

フェニックス大橋フェニックス大橋

蔵王橋蔵王橋
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